




C2ASとする)のピークも確認できた．MA，

C2ASは，原料中に含有していたMgO，SiO2成

分がAl2O3，CaO成分と反応することにより生成

したものである．図２の結果より一番良好とな

った条件は，MA，C2ASのピーク高さも考慮し，

C/A=0.67と判断した．

また，C/A=1.0では12CaO･7Al2O3(以下，

C12A7とする)，Ca20Al26Mg3Si3O68に一致する

ピークが，C/A=0.25ではCaO･2Al2O3(以下，

CA2とする)，α-Al2O3に一致するピークが現れ

ているにとどまった．したがって，C/A=0.25，

1.00での混合条件では，CAのピークは確認でき

ず，これは焼成温度を変化させても同様であっ

た．

図２より得られた最適条件C/A=0.67で，焼成

温度を1100～1300℃まで変化させたときの

XRDパターンを図３に示す．図３より，すべて

のXRDパターンにCAのピークが確認できた．

焼成温度が1100℃のXRDパターンにはC12A7

の強いピークが確認でき，焼成温度が増加する

に従いそのピークは弱まっていった．このとき，

CAのピークは逆に増加しており，C12A7が温

度上昇につれてCAに変化したものと思われる．

C12A7のピーク高さから，焼成温度は1300℃が

最適となった．

図３ ADA-2およびカキ殻を1100～1300℃で
焼成して得られた生成物のXRDパターン
(C/Aの混合割合：0.67 )  
焼成温度：a)1300℃，b)1250℃
c)1200℃，d)1150℃， e)1100℃
●:CA, ○:MA, ◎:C2AS, ◆:C12A7

本実験に関する主な分析および評価は以下の

方法に従っておこなった．廃棄物原料などの化

学組成は蛍光X線分析装置を使用して決定し，

CAなどの生成はX線回折装置を使用して確認し

た．また，試作したアルミナセメントの物性な

どについても検討した．試作セメントモルタル

の圧縮強度試験はJIS R2521(1995)に，セメン

ト耐火度試験はJIS R2204(1991)に準じた方法

により調べた．

廃棄物原料に軽圧系残灰(ADA-2)およびカキ

殻を使用し，混合割合をCaO/Al2O3=0.25～1.00

に調整した混合物を，電気炉内において1300℃，

2時間の条件で処理した焼成物のX線回折パター

ン（以下，XRDパターンとする）を図２に示す．

図２より，CaO/Al2O3(以下，C/Aとする)の重

量比が0.43～0.67の範囲においてCAに一致す

るピークが確認できた．これらのXRDパターン

には，同時に，MA，2CaO･Al2O3･SiO2(以下，

図２ ADA-2およびカキ殻を1300℃で焼成して
得られた生成物のXRDパターン
(C/Aの混合割合：a)0.25，b)0.43，c)0.54，
d)0.67，e)1.0 )
●:CA, □:CA2, ○:MA, ◎:C2AS, ▽:α-Al2O3
◇:Ca20Al26Mg3Si3O68, ◆:C12A7

三重県工業技術総合研究所研究報告No. 24（2000）26



3.1.1の結果より，XRDパターンに現れたCA

のピークが最大となった条件は，原料にADA-2

とカキ殻を使用し，混合割合C/A=0.67，焼成温

度1300℃とした場合であった．したがって，回

転式焼却炉を使用した中規模焼成実験は，C/A=

0.67に調整したADA-2とカキ殻を100kg用意し，

排ガス温度を1000℃または1080℃に設定した

条件でおこなった．焼成後に得られた生成物の

XRDパターンを図４に示す．図４より，排気ガ

ス(焼成)温度に関わらずCAのピークが現れ，同

時に，MA，C2ASのピークも確認できた．しか

しながら，これら2つのXRDパターンを比較す

ると，1000℃で焼成したXRDパターンは，1080

℃で焼成したXRDパターンよりCAのピークは

弱く，逆に，C12A7のピークが強く現れていた．

図４をC12A7およびCAのピークに着目して，

電気炉焼成のXRDパターン(図３)と比較した．

その結果，排ガス温度1000℃に現れていた2種

類のピークは電気炉焼成の1150～1200℃，1080

℃に現れていたピークは電気炉焼成の1250～

1300℃のピーク強さに近いものであった．本実

験の回転式焼却炉を使用する場合，焼成温度の

設定は排気ガス温度でおこなうため炉内温度を

正確に把握することが難しいが，上記の結果よ

り回転式焼却炉の炉内温度は，排気ガス温度の

設定値から150～200℃程度高い温度であると

推測できた．

以上のことより，回転式焼却炉を使用した中

規模実験においてもCAの確認ができ，アルミ

ナセメントを連続的 (工業的) に製造できる可能

性が見出せた．

3.1の結果より，CAが良好に生成した条件で

アルミナセメントを試作した．試作したアルミ

ナセメントは，電気炉実験で得られた条件を4

種類，回転式焼却炉での条件を2種類おこない，

それぞれPAC-1～6とした．PAC1～6の作製条

件を表２に示す．また，PAC-1～6のモルタル

圧縮強度試験結果を図５に示す．図５より，ADA-

1 (合金系残灰) とカキ殻を原料にしたアルミナ

セメントモルタル(PAC-1，PAC-2)の圧縮強度

は，1300℃で焼成したPAC-1の方が高く，材齢

28日で34.8N/mm2であった．

ADA-2(軽圧系残灰)とカキ殻を原料にしたア

ルミナセメントモルタル(PAC-3，PAC-4)の圧

焼成温度を1150℃に設定し，C/Aの重量比を

0.25～1.00に変化させた時のXRDパターンには，

C/A=0.43～0.67の範囲でCAのピークが確認で

きた．しかしながら，図２の最適条件であるC/A

=0.67の条件では，急硬性のあるC12A7のピーク

が存在することやCAのピークもわずかに弱いこ

とから，焼成温度1150℃ではC/A=0.54を最適

条件とした．

(2)

合金系残灰(ADA-1)およびカキ殻を使用し，

C/A=0.25～1.00，焼成温度1300℃の条件で処

理した焼成物のXRDパターンには，C/A=0.54

～0.67の範囲においてCAのピークが確認で，

C/A=0.67で最大となった．これは，ADA-2を使

用した場合(図２)と同様の結果であるが，ADA-

1はMgO，SiO2などの不純物を多く含有してい

るためADA-2を使用した場合よりもCAのピー

クは弱く，逆に，MA，C2ASのピークが強く現

れていた．

また，焼成温度を1150℃にしC/Aの重量比を

0.25～1.00に変化させた時のXRDパターンにお

いても，CAのピークはC/A=0.43～0.67で確認

でき，C/A=0.54のときが最も強く現れていた．

以上のことから，ADA-1の場合でも，CAの

生成条件はADA-2と同様となった．しかしなが

ら，ADA-2の場合よりもCAのピークは弱く，

原料中の不純物の影響からMA，C2ASのピーク

が強く現れていた．

図４ ADA-2およびカキ殻を焼成して得られた
生成物のXRDパターン
( C/Aの混合割合：0.67 ) 
焼成温度： a)1080℃，b)1000℃
●:CA, ○:MA, ◎:C2AS, ◆:C12A7
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